
米国国家標準 ヒ素形態分離分析用認証標準物質 
 

厚生労働省が平成21年4月1日に施工した改正特

定化学物質障害予防規則第 39条により、ヒ素を扱

う労働者に実施する特殊健康診断の際にはヒ素を

有機・無機の形態別に分離した上で分別定量を行

うことになっています。 

 

米国国家標準の尿中ヒ素認証標準物質は、有機・

無機など７種類の形態別ヒ素(下右図)それぞれに

認証値を付与しており、さらに全ヒ素量に対する

認証値も付与されています。有機・無機の形態別

に認証値があるため、特殊健康診断や環境由来の

ヒ素暴露量を測定する際に有効です。 

 


